
会   議   記  録 

 

会議名称 令和６年度 第１回文化財審議委員会 

開催日時 令和６年７月 19 日（金）午後２時 00 分から午後３時 40分まで 

開催場所 加古川市役所新館８階 教育委員室 

出 席 者 

 

＜委員＞ 

茂渡委員長、金子副委員長、岡田委員、上月委員、荘所委員、友久委員、 
藤原委員 

＜事務局＞ 

教育指導部 杉本次長 
文化財調査研究センター 坂本所長、宮本副所長、山中係長、高下主査 

会議次第 １ 開会 

委員長あいさつ 

異動等による新しい職員の紹介 

２ 議事 

 (1) 令和５年度文化財関係事業及び決算について（報告） 

 (2) 令和６年度文化財関係事業及び予算について（報告） 

 (3) 令和６年度市指定文化財・登録文化財候補について 

 (4) 加古川市の文化財保護行政の充実に向けての意見交換 

 (5) 文化財事務及び調査に係る報告 

   ①指定文化財事務に係る報告 

   ②埋蔵文化財発掘調査（本発掘調査）に係る報告 

   ③「加古川市の文化財の保護に関する条例」及び「加古川市の文化財の 

保護に関する条例施行規則」の改正について（報告） 

 (6) 文化財に関する意見交換 

   ①指定文化財候補及び登録文化財候補について 

   ②その他 

 (7) 今後の予定、事務連絡、その他 

３ 閉会 

副委員長あいさつ 

 



 

議事内容 

１ 令和５年度文化財関係事業及び決算について（報告） 

事務局から、令和５年度文化財関係事業及び令和５年度決算について報告があった。 

委員から、文化財関係事業の照会回答のうち、鶴林寺三重塔の図面の有無と竹中重 

治が載る古文書について質問があった。事務局から、いずれも簡単な確認と情報提供 

であったことの回答があった。 

 

２ 令和６年度文化財関係事業及び予算について（報告） 

事務局から、令和６年度文化財関係事業及び令和６年度予算について報告があった。 

 委員からの意見又は質問はなかった。 

 

３ 令和６年度市指定文化財・登録文化財候補について 

   事務局から、現時点で令和６年度市指定文化財の具体的な候補がないこと、及び市

登録文化財候補について、申請準備が始まっているものが２件、要望があったものが

１件あることの報告があった。また、委員に情報提供を依頼した。 

委員から、登録文化財候補として要望のあったものについて、内容と管理団体等に

ついての質問があり、事務局から説明があった。 

 

４ 加古川市の文化財保護行政の充実に向けての意見交換 

   事務局から以下の２点について説明があり、意見交換を行った。 

①「加古川市歴史文化基本構想」の改定準備について 

「加古川市総合計画」の改定時期に合わせ、令和８年度の改定を目指す。 

②「加古川市文化財保存活用地域計画」の策定準備について 

  必要があれば、令和１０年度頃に国から承認を受けることを目指す。 

  歴史文化基本構想の推進 

  （具体的な地区を掲げて個別の計画策定を目指す） 

  重点地区を中心に検討 

  （６つの関連文化財群が重なり合い一体的となった箇所） 

  ・日岡山公園（日岡山古墳群） 

  ・鶴林寺 

  ・西条古墳群 

  ・平荘町等の石造品（石塔、石棺石仏及び石棺等） 

  ・本町・寺家町地区の近代建築及び社寺を含む町並みと伝説 

  など 

委員から、②について重点地区を日岡山公園及び日岡山古墳群だけではなく日岡神 

社及び常楽寺を含めた大野地区など日岡山公園及び周辺部にしてはどうかとの意見 

（昨年度と同様の意見）があった。 

 



５ 文化財事務及び調査に係る報告 

   事務局から以下の内容について説明があった。 

(1) 指定文化財に係る報告 

  ア 市指定文化財事務に係る報告 

  令和６年３月７日の定例教育委員会において、「南大塚古墳及び西大塚古墳   

古墳２基」を市指定文化財に指定した。 

  イ 国・県指定文化財等に係る報告等 

     鶴林寺重要文化財鐘楼及び護摩堂の修理事業について、令和４年６月から 

令和６年２月まで実施し、計画どおり完了した。 

(2) 埋蔵文化財発掘調査（本発掘調査）に係る報告 

 南大塚古墳本発掘調査（日岡山公園再整備事業に伴う） 

(3) 「加古川市の文化財の保護に関する条例」及び「加古川市の文化財の保護に関する 

条例施行規則」の改正についての報告 

委員からとくに意見はなかった。 

 

６ 文化財に関する意見交換 

委員から、登録文化財のイメージについての質問や、事務局から要望のあったもの 

１件を含む、３件の登録文化財候補について示され、次回の会議で審議する予定であ 

ることの説明があった。 

 委員から、以前にも情報提供のあった、福田寺層塔の基壇の格狭間が大野常楽寺宝 

塔のものと同じサイズで同じ模様であることの説明があった。 

 事務局から、家形石棺の蓋が某寺院の改修工事で新たに発見されたことなど、文化 

財に係る情報提供があった。 

 

７ 今後の予定、事務連絡、その他 

事務局から、１０月後半ごろに第２回文化財審議委員会を開催予定であることなど 

今後の予定について説明があった。また、令和６年１０月１５日をもって退任する２ 

名の委員（茂渡委員長、藤原委員）から退任の挨拶があった。 

 
 


